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朗読サロン 橡(つるばみ)の会 
 

10月25日に市川三郷町立図書館が朗読サ

ロンを 2 階多目的ホールで行われました。

橡の会が出演しています。毎回楽しみにし

ていますが、必ず涙が出てしまいます。今

年は杉山龍丸作『生きるかなしみ』から「二

つの悲しみ」で、もらい泣きしました。 

第二次大戦が終わりしばらく経ったころ

の話です。主人公はいまだ復員してこない

息子、主人、兄弟の様子を尋ねてくる留守

家族の方々に、「お尋ねの方は〇〇にてお亡

くなりになっています。」と伝える役目でし

た。訪ねてくる方はほとんどやせ細ってい

ましたが、ある時ずんぐりと肥った立派な

服装をした紳士が訪ねてきました。その紳

士は、息子の戦死を聞き、静かにその場を

去り、廊下の壁に背を預け帽子を顔に当て

て声を殺して涙を流していたのを目撃しま

す。また、ある時は小さな女の子がお父さ

んの名前を書いた紙を持ってきて、訪ねて

来たそうです。戦死を告げるのはとても辛

く、自分が泣けてきたそうです。少女は目

を一杯開けて「おじいちゃまから言われて

きたの。おとうちゃまが戦死していたら係

りのおじちゃまに、おとうちゃまの戦死し

たところと状況を書いてもらっておいでと

言われました。」と告げたそうです。少女は

高齢な祖父母と暮らしておりお二人は外出

ができないそうで、おじいちゃまから行け

るかと何度も確かめられ、おばあちゃまに

も何度もゆけるね、ゆけるねと言われたそ

うだ。母を亡くし妹がいるので私が頑張ら

なくてはと健気にいう。ま 

 

た、祖父に泣いてはいけないと言われたと、

涙を必死でこらえている。主人公は、少女の

お父さんの戦死の状況を書くのに涙がとま

らなかったそうです。主人公は訴えます。「戦

争は大きな、大きななにかを奪った。悲しみ

以上のなにかかけがいのないものを奪っ

た。」と「私たちは何をなすべきであろうか。

声なき声は、そこにあると思う」で朗読は終

わりました。 

 復員してこない留守家族の方に、戦死を告

げる役目はさぞや辛いことだと思います。で

も、私はどうしても戦死を告げられる側の身

になって聞いてしまいます。生まれた時から

平和が続いている世の私ですが、戦争に巻き

込まれたら、このおばあちゃまのように孫に

お願いするかしら、でも訃報の連絡を毎日毎

日おびえるように待つか、また、復員してく

る息子をかすかな希望をもって待つのも辛

いと思いを巡らしました。戦争をしない、さ

せないのには非力な私はどうしたらいいの

かとも考えさせられました。 

 この他の朗読も素晴らしく、どれも心に残

るもので、心地よい声、スピーディで、軽や

かに、感情も添えての朗読はいつも清々しい

気持ちにしてくれます。 

新川和江作 「私を束ねないで」他 

乃南アサ作 『行きつ戻りつ』「姉と妹」 

山崎陽子作 『いあわせはいつもいま』 

「シワものがたり」 

もろさわようこ作『もろさわようこの今昔物語集』

「焼身した兎 月の兎が生まれた話」 

宮部みゆき作『我らが隣人の犯罪』 

「この子誰の子」 

他に「ことばの森教室」の出品作品小学５年～中

学 3年まで各 1名が選ばれ朗読されました。 

 



 


